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は じ め に

CS-1170は セ フ ァマ イ シ ンの誘 導 体 で、三 共 株 式会 社 で

新 し く開発 され た薬 剤 で あ る。

本 剤 の特 長 は,β-lactamaseに 対 す る抵 抗 力 が強 く,グ

ラ ム陰性,陽 性 菌 に対 し て も優 れ た抗 菌 力 を有 す る こ と,

さちに従 来 の セ フ ァ ロ スポ リン系 お よびペ ニ シ リン系 抗

生剤 が無 効 で あ る イ ン ドー ル陽 性 のProteus,serratiaな

どに も強 い抗 菌 力 を有 し,Eacteroides fragilisに も有 効

で,し か も副作 用 は少 ない とされ て い る。

構 造式 はFig.1の ご と くで あ る。

Fig. 1

このような特長 を有するCS-1170に つ いて,臨 床的検

討 を行 なったので,以 下その成績について報告す る。

1.対 象 な らび に方法

対象は国立霞ケ浦病院 内科,外 科,立 川共済病院 内科

に入院 した患者で,そ の 内訳は,国 立霞ケ浦病 院内科20

例,同 外科1例,立 川共済病院内科2例,計23例 である。

性別では女性16例,男 性7例 で年齢 は21歳 か ち79歳,

平均53.3歳 であ る。

投与方法は大部分が筋注であ るが,点 滴お よび静注 を

施行 した例 もあ る。

筋注例は0。5%塩 酸 リドカイン溶液 で溶解 した例 と,ま

ったくこれ らを使 用 しない例 と2種 類 であ った。

静注例では生理 食塩水20mlに 溶解 して使用 し,点滴静

注例 では5%糖500m1ま たは生 理 食塩 水500mlに 溶解

した。

投与量 は副作用で中止 した例 を除 き,す べ て1.0～6.0

gで あ り,投 与 日数は5～14日,平 均6.4日 である。

総投与量は5～56g,平 均13.1gで あった。

原因菌 については,呼 吸器感染症では純培養で検出さ

れた もの,尿 路感染症 では、尿1ml中10万 個以上の菌 の

排出 を認め るものを採用 した。

腸管感染症では原因菌の同定は困難であった。

効果判定には,臨床症状 と検査成績の改善 を指標 とし,

菌交代症は無効 とした。

II.成 績

症例はTable 1に 示 した。呼吸器感染症は6例 で,6

例 中3例 は肺炎,1例 は急性気管支炎,2例 は化膿性扁

桃炎であった。

さらに肺炎の3例 はマイコプ ラズマ肺炎 でないこ とを

血清学的に も裏付けた。

肺 炎の3例 中1例 は喀 褒か らHaemophilus parain-

fluenzaeが 純培養で証明されたので一応原因菌 とした。

症例1、2に ついては後述す る。

症例3は24歳 の女性 で左 中肺野 に陰影 あ り,は じめ

CS-1170を2.0g/日 点滴で使用 したが,咳,喀 疾,喘 鳴改

善せず,3.0g/日 に増量 した。

その結果,翌 日か ら下熱 し,自 他覚症状の改善 をみ た

例 であ る。

症例4は 肺線維症 があ り,こ れに急性気管支炎を合併

した例 である。

CS-11700,5gを1日3回 筋注 した ところ,3日 後に

は胸痛,喀 疲は消失 し,咳 が軽度残る程度 まで改善 した

例である。

症例5は 甲状 腺機能充進症 のため抗 甲状 腺剤 を投与

中,無 穎粒球減少症 を起 こ し,化 膿性 扁桃炎 を合併 した
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Table 1 Clinical cases of CS-1170

例 であ る。

CS-11703。Ogの 点滴 を朝,夕2回 行 ない,無 穎粒球 減

少症に対 しては,PSL30mg/日 の投与 を行なった。

投与後 しだいに下 熱傾向 を認め たが,扁 桃の局所症状

はまった く変化 なく,6日 目に再 び39℃ の発熱をみ,PSL

に よる1次 的 な下熱だけであ った。咽頭培養 を頻 回に行

なったが膿および白苔からは常在菌が認め られただけで

あった。本剤は9日 間使用 したが,ま った く下熱傾向は

な く,局所所見 も変化ないため,CBPC3.Ogの1日2回

の点滴に変更 し,2日 目に下熱 し,4日 目には扁桃所 見

もきわめて改善 し,白 苔 も消失 した例 である。

症例6は 結節性紅斑で入院中に化膿性扁桃炎 を起こ し

た症例であ る。

CS-11700.5gを1日3回 筋注(リ ドカ イ ン使 用)し た

とこ ろ筋 注部 位 に硬 結 を生 じ,発 赤,腫 張,熱 感 を伴 い

本剤 中 止 後 も しだ いに 症 状 は増 悪 し,全 身 の 発 熱 をみ る

にお よん だ症 例 で あ る。

症 例7～11は 急性 腎 孟 腎 炎例 で あ る。

これ ちは 全例 に 基礎 疾 患 を有 し,い わ ゆ る単 純性 と複

雑性 との中 間 に あ た る例 であ る。

症 例7,8はE.coli,症 例9はProteus mirabilisに よ

る もの で あ る。

症 例10,11はKlebsiellaとCirtobcter,Klebsiellaと

E.co1iの 重 複 感 染 に よ る もの であ った 。

症 例7はCS-11701.59/日,症 例8,9は1.09/日 で

有効 で あ った 。
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症 例10は,KlebsiellaのMICは25.0μg/ml,Citro-

bacterは100μg/mlで あ っ た。

CS-11701.Og/日 を5日 間使 用 した が 菌 の 消 失 を み

ず。その 後DKB150mg/日 で菌 の 消 失 を み た例 で あ る。

症 例11で はKlebsiellaのMICは1.56μg/ml,E.coli

は3.12μg/mlで あ っ た。

患 者 はABPCに 対 して ア レ ル ギ ー を有 して い た が,

CS-1170の 皮 内 反 応 は 陰性 で あ った 。

本 剤 筋注 後 た だ ちに 顔 面 蒼 白,耳 鳴 り,冷 感 を伴 い,

血圧低 下 を きた した。 しか し,特 に処 置 もせ ず 上 記症 状

はす ぐにお さ ま り,こ とな きを え た例 で あ る。

症 例12～20ま では 慢 性 腎 孟 腎 炎例 で,す べ て基 礎疾 患

を有 して い る。

症 例12～18ま で はE.coliに よ る も の で,MICも

0.39～6.25μg/mlで あ った 。

症 例12～17ま で は 本 剤 が1.0～1.5g/日 で す べ て 有 効

で あっ た。

症 例18は,本 剤 に対 し感 受 性 で あ った が,CS-1170

1.59/日 を5日 間 使 用 し た とこ ろ,EEnterobacごerとKleb-

siellaに 菌 交代 症 を起 こ した ため 無効 と判 定 した 。

症 例19はEnterobacterで あ る が,CS-1170に 対 す る

MICは200μg/ml以 上 で あ り。 本 剤 を1.59/日 使 用 し た

が,菌 の消 失 を み なか った の も当然 の こ とで あ ろ う。

症例20はCitrobacterで あ るがMICは 不 明 で あ る。

CS-11701.0g/日 を5日 間使 用 した所,Pseu4omonas

に菌 交代 症 を起 こ したの で,無 効 と判 定 した。

Aeudomnasの 本 剤 に 対 す るMICは200μg/ml以 上

であ っ た。

以上 の 症例7～20ま で の 尿路 感 染 症例 は すべ て バ ル ー

ン カテー テル な どは 使 用 して い な い例 で あ る。

症例21は54歳 の 男 で,発 熱,黄 疸,腹 痛 で 入院 し,白

血 球 数16,000,好 中 球86%,黄 疸 指 数50,GOTl98,

GPT162,A1-P18.7で 胆 の う炎 と 診 断 し,CS-1170を

2.0g1日2回 静 注 した 。

本 剤投 与 後4日 目か ら下 熱 し,黄 疸 も軽 減 し,白 血 球

も7,800と 正 常 化 した例 で あ る。

症 例22,23は 腸 管 感染 症 例 で あ るが,い ず れ も原 因菌

の 同定 は 困難 であ っ た。

症 例22は 本 剤 を2.09/日 点 滴 で投 与 した が,自 他 覚 症

状 の改善 が得 られ な か っ た。

症 例23は 本 剤 を0.591日3回 筋 注 で 使 用 して み たが,

前者 と同様 に 自他 覚 症 状 の 改 善 が得 られ ず,無 効 と判 定

した。

なお本 剤 使 用 に あ た り,皮 内 反 応 陽性 の た め使 用 不 可

能 な例 は4例 で あ っ た。

Table 2はCS-1170の 疾 患 別 効 果 をみ た もの であ る。

症 例11は1回 投 与 で シ ョッ ク様症 状 を呈 し,使 用 を中

止 した ため 効 果 判定 不 能 であ り,こ の例 を除 外 す る と,

呼 吸 器感 染 症 は4/6(66.7%),急 性 腎 孟 腎 炎3/4(75%).

慢 性 腎孟 腎 炎6/9(66、7%),急 性 胆 の う炎1/1に 有 効,急

性 腸 炎0/2と 無効 で あ っ た。

結局22例 中14例(63,6%)に 有効 であ っ た。

Table 3は 原 因菌 別 効 果 をみ た もの で あ る。

前 述 の 症例11を 除外 す る と。Ecoliは8/9(88.9%)に

有効 で あ った。

Klebsiellaは0/1で あ るが,MICは25μg/mlで あ った 。

Citrobacterは0/2で1例 にMICを 測 定 し た が,100

μg/mlの 耐性 菌 で あ った。

Enterobacterは0/1でMICは200μg/mlの 耐 性 菌 で あ

った 。

Proteus mimbilis1/1でMICはL56μg/mlで あ った 。

Haemophilus paminfluenzaeは1/1でMICは6.25μg/

mlで あ っ た。

次 に各 症 例 を提 示 す る。

症 例1T.K.74歳M細 菌 性 肺 炎(Fig.2)

昭 和52年1月4日 頃 か ち発熱,胸 病,咳 歎,喀 痰 が 出 現

し肺 炎の 診 断 で 入院 した。 入院 時,赤 沈42/1hr.,白 血球

数4100で あ っ た。CS-11701.09を 点 滴 で1日2回 使 用 した

ところ,5日 目頃 に下 熱 し,咳 歎,喀 痰 もしだ いに 減 少 した。

胸部 レ線 も改 善 し,14日 間 使 用 で陰 影 もほ ぼ消 失 した 。

症 例2T.M.68歳M細 菌 性 肺 炎(Fig.3)

昭 和52年5月22日,発 熱,咳 歎,喀 痰,血 痰,胸 痛 出現

Table 2 Clinical results of CS-1170

Table 3 Correlation between isolated organisms

and clinical results
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し当院 受 診,肺 炎の 診 断 で 入院,入 院 縛,赤 沈104/1hr.,

白血 球 数35。000,Neut,93%,胸 部 レ線 で右 中 下肺 野 に 陰

影 を詔 め,CS-11700、59を1日2回 筋 注 で使 用 した 。本

剤投 与 後4日 目 で熱 も37.4℃ 前 後 と改 善 し,胸 痛,呼 吸 困

難,咳 歎,喀 痰 も軽減 し,7日 目の胸 部 レ線 は 著 明 な改 善

をみ た。14日 聞 使 用 し,胸 部 レ線 は 消 失 し,マ イ コプ ラ ズ

マ 抗体 は 陰 性 で あ っ た。

症例8K.H,26歳F急 性 腎孟 腎 炎(Fig.4)

全 身性 エ リテ マ トー デ スで 入院 加 療 中 に1月27日 か ち

発 熱 し,尿 培養 でE.coliが 証 明 され た.CS-11700、5gを

1日2回 筋 注 で使 用 した と ころ。3日 目に は下 熱 し,5日

目の尿 培 養 で は菌 は消 失 した.し か し本 剤 は 筋 往 部 位 に

硬結,発 赤,熱 感 を認 め た が,全 身の 発 熱 な どは 起 こ ら

ず,し だ い に 改 善 した.

窪 例13T、K,58歳F慢 性 腎孟 腎 炎(Fig,5)

本例 は 肺 線維 症 で入 院 加 療 中 で あ っ たが,微 熱,赤 沈 の

充進,軽 度 の 腰 痛 が 出現 し,尿 培 養 でE.coliが 鉦 明 され

た.

Fig. 2 T.K. 74 y/o M Bacterial pneumonia

Fig. 3 T.M. 68 y/o M Bacterial pneumonia
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CS-1170を0、591日3回 筋 注 で5日 間 使 用 し た と こ

ろ,尿 中菌 の 消 失 を み た。

Ecoliに 対 す るCS-1170のMICは6.25μg/mlで あ っ

たが,CET,CEZ,ABPC,KM,SMに は 耐性 でDKB,

GMに は紛 の感 受 性 で あ っ た。

Fig. 4 K.H. 26 y/o F Acute pyelonephritis

Fig. 5 T.K. 58 y/o F Chronic pyelonephritis

III. 副 作 用

副作用につ いては,協 注,静 注,点 滴静注 などで使用

したが,静 注,点 滴静注例で は特に血管痛 などの訴え も

な く特に問題はなかった。

しか し筋注例ではか な り疼痛 を訴える例がみ られ,筋

注部位に硬結 を認め る例が2例 みちれ た。

1例 はか なり重症 で,中止後 もしだいに硬結は増強 し,

全身の発熱 を伴っ た。

他の1例 は全 身性エ リテマ トーデ スの例であったが,

前者 と同様に硬結 を認めたが,本 例では中止後 しだいに

消失 した。 上淵順

検査成績では,本 剤投与前後 で,末 梢血液,肝 機能,

BUN,Cr,検 尿 などを施行 した。

Fig.6は 末梢血液 であ るが,赤 血球は3例 に減 少傾 向

を認めた。

1例 は十二指腸潰瘍 があ り出血 のためRBC443万 か

ら228万 に減少 し,そ の後外科 で手術 を施行338万 に回復

した例 である。

他の2例 は入院時に脱水症状が強 く,血 液の濃縮に よ

る結果 と思 われ。特 に本剤の影響 か否か不明である。

Hbも3例 に減少傾向 を認めたが。いずれ もRBC減 少

と同一の症例であ った。

白血球 に関 しては特に問題になる所見はみ られ なか っ

た。

Fig。7は 肝機能 であ る。

本剤投与前にGOTが 上昇 していた例は3例 で,2例

は投 与後 も同様の推移 であ るが,1例 は胆の う炎の例で

198か ち71に 減少 し,特に本剤による影響 は考 えに くかっ

た。

GPT上 昇例は4例 で,.1例 はその後正常 とな り,3例

中2例 は投与前後 であまり変化せず,胆 の う炎例は162か

ち101に減少 した。

A1-p上 昇例は6例 で,2例 はその後正常に もどり,他

の4例 中3例 は胃癌,膵 癌,胆 の う炎によるものであっ

た。他の1例 は始めか らA1-Pの 軽度上昇 を認め る例 で

あ り,Alつ についても本剤による影響 とは考え られなか

った。

その他検尿,血 清 クレアチニ ン,尿 素窒素な どにつ い

て も,本剤投与前後で も特 に異常 を認め た例はなかった。

IV. 考 按

CS-1170は 三共株式会社が新 しく開発 した薬剤茎)で,そ

の特長 は副作用が少 な くβ-lactamaseに 対す る抵抗 力

が強 く,イ ン ドール陽性P70teus,semtiaな どに も強 い

抗菌力2)を示す と言われている。

本剤 を呼吸器感染症6例,尿 路感染症14例,胆 の う炎

1例,腸 炎2例 に使用 した。

呼吸器感染症では肺 炎3例,気 管支 炎1例 では有効で

あったが,扁 桃炎の2例 は無効であった。

2例 中1例 は無頼粒球減少症 に伴 ったかな り高度の化

膿性扁桃 炎であ り,本 剤投与では白苔 などの改善は得 ち

れなかった。

急性 腎孟腎炎5例 中1例 は副作用のため1回 投与で使

用 を中止 したため,効 果判定は4例 であ る。4例 中3例

は有効 であったが1例 は無効 で あらた。無効 の1例 は

KlebsiellaとCitrobacterで あ り,これ ちはCS-1170に 対

して耐性菌であった。 したがって尿中菌の消失が得 られ

なか った。

慢性腎孟 腎炎9例 中6例 は有効 であ り3例 が無効であ

った。

3例 中1例 は耐性菌のため であ ったが,1例 はEcoli

でMICは1.56μg/mlで あった。
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Fig. 6 Laboratory findings (1)

RBC (•~104/mm3) WBC (imm3) Hb (g/d1)

Fig. 7 Laboratory findings (2)

GOT (U.) GPT (U.) Al-p ( K. K. U. )
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他の1例 はCitmbac4erで あったが,MICは 不明 であ

った。 しか し慢性 腎孟腎炎に対 し,6/9(66.7%)に 有効

であったことは注目すべ き所見 と思 われ る。

腸炎例 は2例 であったが,こ れらはいずれ も無効 であ

った。

本剤の胆汁への移行は未だ確定的 な成績が得 ちれてい

ず,施 設によって も多少異 なっている3).したがって腸 炎

例への投与は現在なお検討が必要 と思 われた。

菌別効果 をみる と,E.coli 8/9(88.9%),Proteus mira-

bilis 1/1,Haemophilus parainfluenzae 1/1に 有効 であつ

たが,Citrobac4er,Enterobacterに は全例無効 であった。

これはCS-1170に 対 して耐性菌 であったためで ある。

副作用では筋注部位の硬結 を認め た例が2例 みちれ。

1例 は全身の発熱を伴 うほ ど高度 であったが,本 例は結

節性紅斑 であ るため,基 礎疾 患の影響 も無視で きないも

の と思われた。他 の1例 は全身性エ リテマ トーデスの例

であろた。 したがって症例が少な く結論は出せ ないが,

このような症例 に本剤 を使用する場合には,十 分注意 し

て使用することが望 ましい と思 われ た。

さらにABPCに 薬 剤ア レルギー を有 していた患者 で,

CS-1170の 皮内 反応が陰性 の例 に本 剤 を筋 注 した とこ

ろ,シ ョック様症状 を呈 した例 が1例 み られた。

したがって皮 内反応が陰性 で も他の薬剤アレルギー を

有 している場合には,使 用には十分注意す るこ とが必要

と思われた。

本剤投与前後 で血液検査(末 梢血液,肝 機能,BUN,

クレアチニン),検 尿な どを施行 したが,特 に本剤に よる

影響は認めなか った。

V.ま と め

CS-1170を 以 下 の 感 染症23例 に使 用 し,次 の 結 果 を得

た 。

細菌 性 肺 炎3例,気 管 支 炎1例,急 性 腎孟 腎 炎4例 中

3例,慢 性 腎孟 腎 炎9例 中6例,胆 の う炎1例,計14例

に 有効 で 有効 率63.6%で あ っ た。

原因 薗 別効 果 はE.coli 9例 中8例,Proteus mirabilis

1例,Haemophilus parainfluenzae 1例 に有 効 で あ った

が,Klebsiella1例,Citrobacter 2例,Entenbecter 1

例 は 無 効 で あ った 。

副 作 用 は注 射 部 位 の硬 結 が2例,シ ョ ック様 症 状 が1

例 の 計3例 が み られ た。

血 液検 査,検 尿 な どでは 本 剤 に よ る影 響 は み られ なか

った 。
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CS-1170 was applied to the following infections, and the results are as shown below:
CS-1170 was effective in total 14 cases consisting of 3 cases of bacterial pneumonia, 1 case of

bronchitis, 3 out of 4 cases of acute pyelonephritis, 6 out of 9 cases of chronic pyelonephritis, and a
case of cholecystitis. The effective rate was 63.6%.

As bacteriological results CSr1170 was effective in 8 out of 9 cases of E. coli, a case of Proteus
mirabilis, and a case of Haemoplilus parainfluRnzae, but was ineffective in a case of Klebsiella, 2 cases
of Citrobacter and a case of Enterobacter.

Side effects were observed in 3 cases: induration of the site of injection in 2 cases, and shock-like
symptom in one case.

No adverse effect of CS-1170 was found in hemogram nor in urinalysis.


